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要約 黒毛和穫の発育形質，鈎料利用形質，枝肉格付形質およびロース芯の画像解析形質問の遺伝

的関連性について分析した.分析には間接検定材料牛1，492頭を用いた.発育形質は，肥育開始時の体重

や体高など6形質，飼料利用形質は，濃厚飼料摂取量や要求率など4形質，枝肉格付形質は， BMSナン

ノ〈ーなど6形質，画像解析形質は，“全体の粒子のあらさ"や“細かさ指数"など6形質を用いた.BMS 

ナンバーと各発育形質および各飼料利用形質問で，低いあるいは無の遺伝相関(-0.13-0.16)が推定さ

れたが，“全体の粒子のあらさ"および“細かさ指数"と各発育形質問の遺伝相関は，それぞれ0.17-0.37

および 0.29-0.06が推定された.“全体の粒子のあらさ"および“細かさ指数"とJ農厚飼料摂取量間の

遺伝相関は，それぞれ0.41および-0.23が推定され，それらと要求率聞においては，それぞれ一日 16-

-0.07および0.19-0.25が推定された. したがって，発育性や飼料効率が良い個体は，あらい脂肪交雑

粒子が増加し，細かい脂肪交雑粒子が減少する遺伝的関連性が示唆された.

わが国における黒毛和種種雄牛の産肉能力検定は，直

接検定ならびに間接検定といった2段階の検定が行われ

ている 直接検定は，候補種雄牛の増体量や飼料効率を

調査して，その候補種雄牛の産肉能力のうち発育性や飼

料利用性を評価し選抜を行う 間接検定は，直接検定に

より選抜された候補種雄牛の後代牛を一定期間肥育L，

その後代牛の枝肉成績により候補種雄牛の産肉能力のう

ち特に枝肉成績を評価し選抜を行う.

1991年の牛肉輸入自由化に伴い，黒毛和種の育種改良

は，輸入牛肉に対抗するために以前にも増して脂肪交雑

を重視Lた改良が行われるようになった また，脂肪交

雑は，枝肉単価を決定する重要な要因でもある.しかし

ながら，近年，原油価格の上昇やバイオエタノールの需

要増などが原因で，家畜の主要なエサの一つであるとう

もろこしなどの穀物飼料の価格が高騰Lている 牛肉生

産者にとって飼料価格の高騰は，収益に直接影響してく

るので，より低コストな飼養を可能とするための発育性

や飼料利用性の改善は，脂肪交雑と同様に重要な要因で

ある.

これまでに，和牛の発育性や飼料利用性と枝肉成績聞

の遺伝的パラメ タの推定は，いくつか報告されている.

Mul也lら(1995)やAzizら(2005)は，黒毛和種の発育性
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と枝肉成績問の遺伝的関連性について報告し， Hirooka 

ら (1996)や Kahiら (2007)は，褐毛和種の発育性と枝

肉成績の遺伝的パラメ タの推定を行った.また， Shojo 

ら (2005)は，複数の検定場における産肉能力検定の記

録を用い黒毛和種の発育性と飼料利用性問の遺伝的関連

性について報告した.また，発育性，飼料利用性および

枝肉成績問の報告は，岡山県や宮城県で実施された直接

検定ならびに問獲検定の記録を用いたOikawaら(2∞0)
や Uchidaら(2∞1)により報告されている.しかしなが
ら，これら報告の多くは，直接検定をうけた候補種雄牛

と，直接検定て綱選抜された候補穫雄牛の後代を肥育した

間接検定や枝肉市場の記録を用いた分析であり，同一個

体の飼養期間中における発育性や飼料利用性と枝肉成績

間の遺伝的関連性については，あまり分析が行われてい

ない.また，従来の牛枝肉格付で利用される脂肪交雑に

関する評価値 (BMSナンパ )は，ロース芯内の脂肪交

雑の総合的な指数であり，脂肪交雑の詳細な特徴(例え

ば，脂肪交雑粒子のあらさや細かさなど)は反映されて

おらず，発育性や飼料利用性とロース芯内の脂肪交雑粒

子がどのような遺伝的関連性にあるか明らかにはなって

いない.

そこで，本研究では， (社)家畜改良事業団の間接検定
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画像解析形質と発育性の遺伝分析
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The purpose 01 this study was to investigate the genetic relationships among growth traits， leed utili 

zation traits， carcass grading traits and image analysis traits in the ribeye 01 Japanese Black steers. In this 

analysis， 1，492 Japanese Black steers in progeny testing were used. The growth traits consisted 01 6 traits 

including body weight at the start 01 the lattening period (BWS)， withers height at the sta吋01the lattening 

period (WHS) and average daily gain in body weight during the lattening period (ADG). The leed utilization 

traits consisted 01 concentrate intake ，(CONINT)， concentrate conversion ratio (CONRA)， digestible crude 

protein conversion ratio (DCPRA)， and total digestible nutrient conversion ratio (TDNRA). Carcass grading 

traits consisted 01 6 traits such as beel marbling standard (BMS). Digital images 01 the carcass cross section 

were taken between the 6-7th rib with photography equipment. Six traits such as lat area ratio (FAR) ， overall 

coarseness 01 marbling (OCM) and lineness index 01 marbling particles (FI.M) were calculated as image 

analysis traits in the ribeye. Genetic parameters lor these traits were estimated using the AIREMLF90 pro 

gram. Effects included in the model were station-year-season and bi吋hplaceas lixed effects， age at the 

beginning 01 the lattening per旧das a covariate and additive genetic and residual effects as random effects 

Heritability estimates and genetic correlations were estimated using a single-trait animal model and a two-trait 

animal model， respectively. Heritability estimates lor growth traits， leed utilization traits， and image analysis 

traits were 0.24~0.58 ， 0.50~0.53 and 0.08~0.70 ， respectively. Genetic correlations (:t SE) 01 BMS and FAR 

with growth traits and leed utilization traits were lrom -0.13 :t 0.10 to 0.16 :t 0.09 and lrom -0.04 :t 0.09 

to O. t7 :t 0.09， respectively. However， genetic correlations (土 SE)01 OCM and FIM with growth traits were 

lromO.17土日 11to 0.37土0.09and Irom -0.29土 0.10to 0.06 :t 0.11， respectively. Genetic correla 
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